
荒
川
つ
ね
お
議
員

認
知
症
対
策
は
、
い
ま
や
国
民

的
課
題
で
す
。
２
０
１
２
年
の
認

知
症
者
数
は
４
６
２
万
人
で
あ
り
、

25
年
に
は
65
歳
以
上
人
口
の
約
２

割
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

私

の

調

査

で

は

、

２

０

１

６

年

３

月

の

本
市
の
65

歳
以
上
の
人
口
、
１
２
万
７
８
２

０
人
（
24
．
５
％
）
の
う
ち
、
在

宅
の
要
介
護
・
支
援
認
定
者
は
、

１
万
６
１
１
４
人
い
る
。
そ
の
内
、

認
知
症
Ｉ
～
Ｍ
ま
で
の
人
は
１
万

１
２
１
６
人
に
も
の
ぼ
る
。
当
然

認
定
さ
れ
て
も
サ
ー
ビ
ス
未
利
用

者
や
、
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
の
中
に
も
ケ
ア
の
必
要
な
該

当
者
は
確
実
に
存
在
す
る
。

そ
こ
で
に
っ
こ
り
安
心
プ
ラ
ン

（
第
７
次
・
宇
都
宮
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
、
第
６
期
・
宇
都
宮

市
介
護
保
険
事
業
計
画
）
に
お
け

る
、
認
知
症
対
策
の
取
り
組
み
と

評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
に
向

け
た
周
知
啓
発
の
推
進
」
「
医
療

介
護
・
福
祉
が
連
携
し
た
ケ
ア
体

制
の
充
実
」
「
認
知
症
高
齢
者
や

そ
の
家
族
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
推
進
」
の
三
つ
の
施
策
を

展
開
し
、
社
会
福
祉
審
議
会
よ
り

「
概
ね
順
調
な
進
捗
」
と
の
評
価

を
得
て
い
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

認
知
症
は
初
期
症
状
の
う
ち
に
、

プ
ロ
の
か
か
わ
り
が
大
切
。
医
療
・

介
護
の
専
門
職
が
適
切
な
治
療
や

ケ
ア
に
つ
な
げ
て
自
立
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
は
、
人
口
52
万
人

の
本
市
で
一
つ
で
い
い
の
か
、
伺

う
。

保
健
福
祉
部
長

設
置
に
あ
た
っ
て
は
常
設
な
ど

の
固
定
化
し
た
仕
組
み
で
は
な
く
、

地
域
に
お
け
る
相
談
窓
口
と
な
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
医
療

機
関
が
支
援
対
象
者
の
状
況
に
応

じ
た
柔
軟
な
組
み
合
わ
せ
を
可
能

と
す
る
仕
組
み
が
望
ま
し
い
と
の

意
見
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
認
知

症
の
専
門
医
療
機
関
で
あ
る
「
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
連

携
し
、
「
市
医
師
会
」
や
「
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
」
な
ど
の
関

係
機
関
や
団
体
と
緊
密
に
連
携
、

平
成
30
年
度
の
設
置
に
向
け
、
チ
ー

ム
数
を
含
め
具
体
的
な
検
討
を
す

す
め
て
ゆ
く
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

及
び
地
域
の
支
援
機
関
間
の
連
携

を
図
る
支
援
や
認
知
症
当
事
者
を

支
援
す
る
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

る
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」

の
配
置
の
現
状
と
今
後
の
配
置
体

制
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

平
成
26
年
度
よ
り
高
齢
福
祉
課

内
に
一
名
配
置
し
、
そ
の
活
動
は

関
係
機
関
等
か
ら
高
く
評
価
を
得

て
い
る
。
引
き
続
き
一
名
配
置
す

る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

く
ら
せ
る
街
に
す
る
た
め
に
兵
庫

県
川
西
市
に
見
ら
れ
る
認
知
症
地

域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ
の

本
格
的
事
業
に
取
り
く
む
べ
き
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

ま
た
、
小
・
中
学
生
に
対
す
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
つ
い

て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

川
西
市
と
同
様
に
、
「
関
係
団

体
な
ど
に
研
修
会
」
「
認
知
症
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
」

「
認
知
症
サ
ロ
ン
事
業
」
「
認
知

症
月
間
事
業
」
な
ど
先
駆
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

小
・
中
学
生
に
対
す
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
、
こ
れ
ま
で

に
、
各
教
育
機
関
で
の
講
座
開
催

で
延
べ
１
６
０
０
人
が
受
講
し
た
。

今
後
も
小
・
中
学
校
、
地
域
企
業

な
ど
多
様
な
場
で
の
養
成
に
つ
と

め
る
。

荒
川
議
員
は
、
再
質
問
を
行
い
、

施
策
充
実
の
カ
ギ
は
川
西
市
の
様

に
、
小
学
校
あ
る
い
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
学
校
区
）
単

位
で
の
実
態
把
握
と
施
策
の
展
開
・

強
化
や
、
県
が
２
月
よ
り
始
め
た

「
オ
レ
ン
ジ
医
」
と
の
連
携
・
活

用
を
提
案
し
ま
し
た
。
本
橋
保
健

福
祉
部
長
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
て
の
取
り

組
み
の
中
で
検
討
す
る
」
と
し
ま

し
た
。

ま
た
、
荒
川
議
員
は
、
認
知
症

の
人
が
増
加
す
る
中
で
、
認
知
症

対
応
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
積
極
的

設
置
計
画
を
次
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

荒
川
議
員
は
、
本
市
の
こ
の
対

策
充
実
の
本
気
度
は
、
ス
ピ
ー
ド

と
体
制
強
化
に
か
か
っ
て
い
る
と

強
調
し
ま
し
た
。
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い
ま
や
認
知
症
対
策
は

国
民
的
課
題

荒
川
つ
ね
お
議
員
は
、
３
月
３

日
、
３
月
定
例
議
会
代
表
質
問

に
登
壇
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
や
市
民

の
く
ら
し
、
福
祉
・保
健
の
課
題

に
つ
い
て
、
市
民
の
願
い
実
現
へ

論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
「認

知
症
対
策
の
充
実
」に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。
（要
旨
）

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
１
つ
で
い
い
の
？

認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
の
配
置

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

３

代表質問を行う荒川つねお議員

認
知
症
地
域
資
源

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

本
格
的
な
事
業
に

小
・中
学
生
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は

認
知
症
対
策

本
気
度
は
ス
ピ
ー
ド
と

体
制
強
化



２
月
19
日
、
新
日
本
婦
人
の
会

宇
都
宮
支
部
が
支
部
大
会
を
開
き

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団

の
荒
川
恒
男
・
福
田
久
美
子
両
市

議
は
、
来
賓
と
し
て
参
加
、
代
表

と
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
福
田

久
美
子
市
議
は
、
市
政
の
問
題
に

ふ
れ
、
「
昨
年
11
月
の
市
長
選
挙

で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対
を
掲
げ
る
新

人
候
補
が
、
現
佐
藤
市
長
に
６
２

０
０
票
差
ま
で
せ
ま
り
、
出
口
調

査
で
も
過
半
数
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
に

反
対
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
選
挙
後
も
、
市
長

は
、
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
く

と
い
う
も
の
の
、
市
民
の
疑
問
に

答
え
る
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、

耳
を
貸
そ
う
と
せ
ず
、
一
方
的
に

強
硬
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
市
に
ふ
さ
わ
し
い
基
幹
公

共
交
通
は
、
少
な
く
と
も
Ｌ
Ｒ
Ｔ

で
は
な
い
、
も
っ
と
ル
ー
ト
も
柔

軟
性
が
あ
り
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
充
分
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
や
教
育
に
こ
そ
、
大
切
な
税

金
を
ま
わ
す
べ
き
で
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
活
動
の
ま
と
め
、

新
年
度
方
針
や
新
体
制
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

日本共産党宇都宮市議員団
定例無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ３月11日（土）いずれも

４月８日（土）午後２時～４時

５月13日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

全
国
的
に
も
待
機
児
童
の
解

消
が
大
き
な
行
政
課
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
病
院
内
保
育
所
と

し
て
、
40
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
と
ち
の
み
保
育
園
が
、
い
ま

大
変
な
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
年
度
か
ら
新
た
に
地

域
型
保
育
事
業
と
し
て
、
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
同

保
育
園
。
運
営
主
体
で
あ
る
国

立
病
院
機
構
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
保
育
事
業
の
運
営
先
を
こ

れ
ま
で
の
ピ
ジ
ョ
ン
か
ら
、
キ
ッ

ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
切
り

替
え
る
た
め
の
手
続
を
進
め
て

い
ま
す
。
同
園
に
は
院
外
児
も

含
め
33
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
新
た
に
事
業
運

営
の
委
託
先
と
な
る
キ
ッ
ズ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

保
育
を
担
っ
て
き
た
12
名
の
職

員
の
う
ち
園
長
を
含
む
保
育
士

等
11
名(

１
名
は
退
職)

を
雇
用

し
な
い
と
通
知
し
て
き
ま
し
た
。

保
育
の
質
を
維
持
す
る
う
え
で
、

突
然
の
職
員
総
入
れ
替
え
は
、

と
ん
で
も
な
い
事
態
で
す
。
保

護
者
か
ら
も
不
安
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

全
医
労
栃
木
病
院
支
部(

永
岡

光
代
支
部
長)

ら
は
、
２
月
27
日
、

宇
都
宮
市
に
対
し
、
新
し
い
委

託
先
と
な
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
、
地
域
型
保
育
事
業

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
体
制
が
整
っ

て
い
る
の
か
利
用
者
の
声
も
含

め
て
、
再
調
査
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

県
労
連
の
近
藤
事
務
局
長
は

「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
行
っ
た
、
現
職
員
に
対
す
る

説
明
会
で
示
し
た
雇
用
条
件
や

処
遇
に
つ
い
て
の
中
で
、
『
時

間
外
労
働
は
月
約
30
時
間
く
ら

い
に
な
る
が
、
月
１
万
９
千
円

固
定
の
手
当
』
と
す
る
こ
と
や
、

『
年
休
は
半
年
経
過
後
１
年
目

10
日
と
し
、
希
望
通
り
取
得
で

き
な
い
場
合
も
繰
越
は
な
い
』

な
ど
、
明
ら
か
な
労
基
法
違
反

が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。つ

ち
か
っ
て
き
た
子
ど
も
や

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
や
保
育

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
は
こ

の
問
題
に
対
し
保
育
所
を
確
認
・

指
導
監
督
す
る
立
場
か
ら
、
子

ど
も
を
守
る
観
点
に
立
ち
積
極

的
に
か
か
わ
る
べ
き
で
す
。

対
応
し
た
子
ど
も
部
次
長
は
、

「
確
認
申
請
の
書
類
は
ま
だ
届

い
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
審

査
は
慎
重
に
行
う
」
と
し
ま
し

た
が
、
「
施
設
の
設
置
基
準
や
、

保
育
士
の
配
置
基
準
等
が
整
っ

て
い
れ
ば
、
認
可
す
る
こ
と
と

な
る
」
と
も
述
べ
、
積
極
的
に

関
与
す
る
姿
勢
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
保
育
の
継

続
性
や
質
の
問
題
は
、
職
員
の

雇
用
の
問
題
と
切
り
は
な
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

３
月
３
日
、
同
セ
ン
タ
ー
前

で
は
、
労
働
組
合
や
支
援
者
約

50
人
が
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
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保育士の雇用が危機に！！

保育事業運営委託先の切り替えで 国立病院機構

栃木医療センター

とちのみ保育園

つ
な
い
だ
手
を
離
さ
ず
に
!!

新
日
本
婦
人
の
会
宇
都
宮
支
部
が
大
会

国立病院機構栃木医療センター前で

アピールする参加者

４
月
か
ら
認
可
園
と
し

て
ス
タ
ー
ト
予
定
だ
が

保
育
士
総
入
れ
か
え

で
子
ど
も
た
ち
は
？

労
組
支
部
が

宇
都
宮
市
へ
要
望

労
基
法
違
反
随
所
に

確
認
も
指
導
監
査
も

宇
都
宮
市

全
職
員
雇
い
止
め

許
さ
な
い
!!


